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随想

「ホタテガイと出穣ぎ J
{ 小 ・ 中 学 生の作文から〉

1 出穣ぎと密漁の浜から

『密漁の伺が惑いの』

研究生境 一 部

密漁は年々多〈念り、最近は私たちの部落でも、船をもって部落に残っている人々は毎日とい

ってよい程出かけていきをす。

しかし、ただ単に、漁師が惑いといえ念いと思うのです。

密漁というのは確かκ懇い。だが、そこ Kは、君主ぜ密漁をしをければいけ念いのか、問題があ

ると思うのです。

それは、社会のしくみです。現在は漁業よ bも「出稼ぎ Jか社喋と念っています。

それは、魚がとれ左いからです。

(昭和40年 11月 青森県平内町滞留中学校文集・吉111源吾)

『死左左いためlrC. . ..・』

法律を信じて生活がよ〈在るのであったら漁師は法律を信じていたととでしょうo

漁師κ守られ*いというととは、漁師にあって*いよう左法律を作っているからだと思います。

私たちの村では、今は、魚もアワどもナマコも小さいのだけしか海κいまぜん。

しかし、小さいのでも取ら念ければ生活はよくを bません。

だから、海から念んでも取ら乏ければ念いというととにをるのです。

法律には、小さいのを取っては念ら念いと警いてありますが事その法律を守って取ら左かった

ら、漁師は、うえ死してしまうかもしれまぜん。死左左いためには、法律を破って取らをければ

念ら左いのです。

(昭和45年補問中学・学校文集・

昭和30年代初の神武祭気(昭和 32年〕、昭和 35-3 s年の岩戸景気、そして、池田内閣

の高度成長政策の中で、むつ湾漁民は、漁業だけで食え念〈念 b、夏場は東京をどのこと建会社K

出稼ぎκ行主、冬場は失業保検をもらい念がら片手間に漁業をやっていた。

その漁業し密漁があとをたたず、学校文集でその是非が教師、生徒間で論ぜられーた。

第 1表をみてわかるようにも昭和41年の3堅調査によると、総人口に対する出稼ぎ人員の割合

が 30%をこえているのは、王子館村の s1. s婚を主義頭花、平内町 3s.3 %、川内町 30%、コ

村 30.3婦と、農漁村から都会への人口流出が相次いだ。
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く表 1 > 出かぜぎ批帯調査 く表 2> 生産量比較

(昭和 41年 9月現在) (道漁連資料)

総位主権数に対 総人口に対す
芭 分 する出か主主ぎ ゐ出かせぎ人

年次 予守 森 北海道

3 6 1.780 9.033 I 
i註帯数の比率 員の 比率 3 7 7 37 9.107 

青 森 県 13.9 16.6 3 8 437 8.457 

東 者E 31晶 34.4 
B自 214 6.487 

平内町 32.2 36.3 
主町

王子鎧村 57.3 6 1.6 
を村

一 村 28.7 30.3 

4 0 282 4.857 

4 1 744 8.283 

4 2 1.781 6.313 

43 1.124 4.768 

下 ヰ七 者5 31.9 37.1 4 4 6.136 10.2 32 

主町 JII内町 25.9 30.0 

左村佐井村 26.4 29.7 

+十 45 1 4.3 70 1 2.7 22 

持 46 12.900 12.87 3 

* 4 7 3 1.400 15.27 0 
(一青森県昭和 41年 9月 件 48 35.000 24.388 

+モ 49 46.932 3 3.607 

特印は、青森が北海道ホタテを追い
越した年度

2 ホタテガイ養擢成功とふえる漁業人口 一 3年間に1.8倍一

従来、ホタテガイの主要生産地といえば北海道であった。昭和9年には 91.544トンを水揚

げをし、文字通り北海道はホタテ王国を誇っていたが、第 2表をみて理解できゐように昭和41 

年以前は、問題κされ念かった青森ホタテが次第に生産を伸ばし始め、ついに昭和45年北海道

の生産を追い越したのである。

青森ホタテが北海道ホタテを追いこすカギとをったのは、青森市奥内に住む工藤重量作さん一家

の開発した「タマネギ袋 jによるホタテ穣高生態の大成功である。

以前は、むつ湾全体で 100万個もとれなかった稚貝は、原子力船むつ事件のあった 49年代

は1.00 0億粒の大農作と在った。

ホタテ養績が成功すると、今まで出稼ぎに行っていた人逮も続々と帰ってきた。

王子再盤了は、 ζのホタテ養殖の成功によって B年間iて、漁業人口が 1.8倍も培加し、出稼ぎは完

全にストップした。

平内町役場調へK よると 30臼以上の漁業経営体の動向は、昭和42 

のが、昭和4 5年 Kは1.0 6 0と突に 8年聞に 473経営体がふえた。

3 原子力船むつ事件とホタテガイ

587であったも

ホタテガイをして、日本だけで在〈、往生界中にその名を知らしめたものは、君主んといっても原

子力船むつ事件である。

昭和 5 0 年 9 月 5 日の閣議で、原子力委員会か提出した原子力白書 (49~50 年合併白書)

が了承された。

との白書が怒っていゐように、 r昨年秋の原子力船 Hむつ Hの放射線洩れ事故が原子力の安全

性への懸念を一層かきたて、ひいては原子力行政全般に対する不信l惑を招くことに在った。』と
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事態の深刻jぎを霊祭直κ認めている。

明治以来の出稼ぎ生活から解放され、ホタテ養績によって、やっと人間らしい生活を営んでい

ける見通しをもった漁民は、原子力船 111'.1つ nによる放射能汚染を伺よりも沿それ?と。

昭和 49年 6月58、森山科学技術庁長官がむつ市を訪れr1 5 0億円もかけた船をいつまで

もとのまま放資するわけにはいか念い。とれ程の設備をもっているのに、安全性κ疑開会もつの

は、科学に対する挑戦だ jと、むつ出港を強〈示唆した。

日本原子力船開発事業団理事(旧南極越冬隊長)西堀栄三郎氏は、「原子力を恐れるものは火を

を恐れる野獣のよ号左ものだ Jとまで漁民を説得した。

ζのようにまで原子炉の安全性を徹底宣伝して、 8月 Z5日、「ホタテを守れ Jrなら遠の海

を守れ Jとノト船で租止する中を、折からの台風 14号のうねりと強風で包簡をと〈中を、原子力

船むつは、強行突破したのである。

とζ ろが、 ¥) Ji z日、青森県民屡岬東方 800キロの沖合いで、原子炉の磁界テストが終了し、

約 2係という僅かの出力をあげたとき、設計値の1.000倍を上回る放射線漏れ事故を起したの

である。

漁民の怒りは頂点K還した。

9月 58 、青森果、漁業史始まって以来の 4.5 0 0名が青森市合浦公閣に集まり母港撤去を求め

て総決起集会が開かれた。

市民団体も、労組も母港撤去を求めて態度を表明し、青森泉知事や自民党泉速さえも、帰港反

対を表明ぜざるを得念い状況κ追いとまれた。

ホタテガイでやっと生活できるように念った漁民は、尽本分析研のイ y チキ分析データ問題、

放射能管理のずさんさ、原子力発電所の度重i5:る事故や故障といった一連の事件にひきつづ〈今

田の Hむつ p事件だけκ、硬化したのも当然といえよう。

政府は、さっそ〈鈴木善幸自民党総務会長を全権大使として現地κ派遣、ついにがむつ pの帰

港と引きかえ花、 2年以内の母港撤去、半年以内の移動をと bきめた。

との世界史上、未曾有の海難事件は、全国民的関心事と左ったばかりか、ガーディアン紙

( 4 9. Z. Z 5 )は、ロパート・ホワイトマン記者の「港のをい船Jとh う記事をのぜ、 f船名が

「なすfつ J と似ているのは、皮肉というほかは~ V>~ と戯言を奔しつつ、日本政府の原子力平和

利用計商が Pむつ H と共κ漂流してしまったととを指摘した。

4 90億丹を越えたホタテガイ大量へい死

ーをた出稼ぎに逆もどりかー

「ホタテ J 青森県王子内町東田沢小学校 5年 山本妙子

「ホダテ死んで やらいねぐ~ったら、左んの仕事やらじ工 J (ホタテが死んで、やられ念〈

在ったら、念んの仕事をやるんですか)

どはんをたべている父と母に私は聞いた。

「ホダテ死んでやらいねぐ念ったら、東京の方さはたらきに行くべ念 J

父か怒っているようκ言った。
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わたしの家は、ホタテが死んでいる。

東田沢ではも夏休み前からホタテが死んでいる。

海の温度が高〈て死んだときっている。

文集「ひら念¥;>J 9号・王子内町教育委員会 C5 O. 1 2. 1 0発行)

「死んだホタテ J 青森県平内町浦田イ母校 6年後藤峰子

「ホダテ死んでまれば、左んど、どせ。 J

(ホタテが死んでしまえば、なまえたちは、どうするか?) 

学校から帰ると、とん左言葉が近所の人からよ〈聞とえるように念った。

「沖さ行ったら、 2s度もあった」と幸博〈んのな父さんが言う Q

ごはんをたべていゐ時も、いつもと様子がちがう。笑いが少な〈之とったようだ。

私達の部落は、ホタテで豊かに念ってきた。

新しい家も、新しい船も、 1軒 VCl会の車も、みんをホタテのなかげだと窓、う。

毎日、学校へ行けるのも、父や母がホタテの仕事をしているからだと思う。

そのホタテがとれな〈在ったら、部落の人たちは、前のような生活に戻ってしまう。

それは、出かせぎであみ。

また、父や母や、兄たちは、東京の方に行って、別れ別れに念って暮らさえtければ念ら念い。

家κ残るのは、なじいさんや、辛子ばあさんや、私達だけK念ってしまう。

村は死んだように在ってしをう。

考えただけでも、ぞっとする。

こん念ととに;1:ら設いように、ずっとホタテのとれる部落でいてほしいと思号。

(同文集「ひらさtい J9号)

むつ湾で発生している養殖ホタテの大量へい死をしらべるため、昭和 50年 8月と、昭和 51 

年 1月の 2自にわけ、各地をまわって調べ、その与えた影響の重大きを、 5きをもって感じてきた。

水産庁調査聞は、山本護太郎東海大教授を団長κ、 8月 18、 1 9 B調査をし、大量へい死の

原悶につき「不良を稚氏支で育て、過密養箔したと ζ ろへ、異常海況が霊友ったもの jと、人為

説を強調した給論を出した。(東奥日報 50.1 0.1 s ) 

青森県は、密殖説を否定、昨年 12月末 14億円の天災融資法の適用をうけた。

さて、子供達の包は、大人たちの密殖κついても、すみどい批判jがつづら

「死んだホタテ J ?落田イ学校 6年後藤峰子

「ホタテが死ぬ原因は 1つは、海水の温度が高く念ってきていること。

もう 1つは、海の中Kホタテのカゴを入れすぎたからだというととだ。

とのととは、新聞をみてわかったととだ。

私75，考えるには、カゴを余り入れると、ホタテのたべるプランクトンが念くをるからだと，思う。

また、海にカゴを入れすぎると、海水の流れが懇〈左るからだと窓、う。

こつの原田で、海水の滋度は人の力ではどうにも念ら念いことである。でもカゴをたくさん入

れたため、ホタテが死んでいるというととは、ホタテの仕事をしている人たちが考え念ければ念
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らをいととである。

自分の家だけな金がもうかればよいとい号大人の考えが、ホタテを殺しているのかも知れをいj

(問「ひら設い j第 9号)

大人の欲のくらんだ百より、子供達の方が客観的に物事を適格に判断しているといえる。

カキの産地広島も密殖で漁場か荒廃し、真珠の伊勢湾、気仙沼のカキも、密殖と、フンの影響

で成長がにぶ h 病害is発生し、廃業が寺院欠いでいる。

宅街殖は、決して増養殖の宿命で念い。

「ホタテがだめ走ら東京に出稼きに行<Jそん念ととを言え左い昨今の絞済情勢である。

失業者は完全失業者で 10 0万人をとえ、不完全失業者を入れると 30 0万人をかぞえる。

むつ湾漁民は、子供遠のとの作文を是非全員がよんでほしい。

菅の苦しかった出稼ぎの歴史から、ホタテ養婚で、やっと人間らしし夫婦がひとつ震根の下

κ住むととが出来るように念った。

その漁業者としての誇bが、原子力船むつを阻害するカとまれ漁民は、始めて団結の毒事ぎを

公害で苦しめられている全国の漁民陀明らかに示し、確信を与えたのである。

とのよう左協同のカ、団結のカを示した漁民は、必ずや、広島、宮城のカキ、伊勢湾の真珠長

の密績のニガイ経験を深〈学び、二度と問じテツを踏ま没いととを信じている。
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